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参考  別表第２の４号の擁壁の基準について 

 

宅地造成等規制法施行令 関連条文抜粋         （昭和３７年政令第１６号） 

                          （最終改正：平成１９年３月１６日） 

 

（定義等）  

第１条 この政令（第３条を除く。）において、「切土」又は「盛土」とは、それぞれ宅地造成で

ある切土又は盛土をいう。  

中 略 

５ 擁壁の前面の上端と下端（擁壁の前面の下部が地盤面と接する部分をいう。以下この項にお

いて同じ。）とを含む面の水平面に対する角度を擁壁の勾配とし、その上端と下端との垂直距離

を擁壁の高さとする。  

 

（擁壁） 

第５条 切土又は盛土（第３条第４号の切土又は盛土を除く。）をした土地の部分に生ずるがけ面

は、擁壁でおおわなければならない。ただし、・・・・以下略 

 

（擁壁の構造） 

第６条 前条の規定により設置する擁壁は、鉄筋コンクリート造、無筋コンクリート造又は間知

石練積み造その他の練積み造のものとしなければならない。 

 

（鉄筋コンクリート造等の擁壁の構造） 

第７条 第５条の規定により設置する鉄筋コンクリート造又は無筋コンクリート造の擁壁の構造

は、構造計算によって次の各号に該当することを確かめたものでなければならない。 

一 土圧、水圧及び自重（以下「土圧等」という。）によって擁壁が破壊されないこと。 

二 土圧等によって擁壁が転倒しないこと。 

三 土圧等によって擁壁の基礎がすべらないこと。 

四 土圧等によって擁壁が沈下しないこと。 

２ 前項の構造計算は、次の各号に定めるところによらなければならない。 

一 土圧等によって擁壁の各部に生ずる応力度が、擁壁の材料である鋼材又はコンクリートの

許容応力度を超えないことを確かめること。 

二 土圧等による擁壁の転倒モーメントが擁壁の安定モーメントの３分の２以下であることを

確かめること。 

三 土圧等による擁壁の基礎のすべり出す力が擁壁の基礎の地盤に対する最大摩擦抵抗力その

他の抵抗力の３分の２以下であることを確かめること。 

四 土圧等による擁壁の地盤に生ずる応力度が当該地盤の許容応力度を超えないことを確かめ

ること。ただし、基礎ぐいに生ずる応力が基礎ぐいの許容支持力を超えないことを確かめる

こと。 

３ 前項の構造計算に必要な数値は、次の各号に定めるところによらなければならない。 

一 土圧等については、実況に応じて計算された数値。ただし、盛土の場合の土圧については、

盛土の土質に応じ別表第二の単位体積重量及び土圧係数を用いて計算された数値を用いるこ

とができる。 
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二 鋼材、コンクリート及び地盤の許容応力度並びに基礎ぐいの許容支持力については、建築

基準法施行令 （昭和２５年政令第３３８号）第９０条 （表一を除く。）、第９１条、第９３

条及び第９４条中長期応力に対する許容応力度及び許容支持力に関する部分の例により計算

された数値 

 

三 擁壁の基礎の地盤に対する最大摩擦抵抗力その他の抵抗力については、実況に応じて計算

された数値。ただし、その地盤の土質に応じ別表第三の摩擦係数を用いて計算された数値を

用いることができる。 

 

（練積み造の擁壁の構造） 

第８条 第５条の規定により設置する間知石練積み造その他の練積み造の擁壁の構造は、次の各

号に定めるところによらなければならない。 

一 擁壁の勾配、高さ及び下端部分の厚さ（第１条第５項に規定する擁壁の全面の下端以下の

擁壁の部分の厚さをいう。以下別表第四において同じ。）が、がけの土質に応じ別表第四に定

める基準に適合し、かつ、擁壁の上端の厚さが、擁壁の設置される地盤の土質が、同表上欄

の第１種又は第２種に該当するものであるときは４０センチメートル以上、その他のもので

あるときは７０センチメートル以上であること。 

二 石材その他の組積材は、控え長さを３０センチメートル以上とし、コンクリートを用いて

一体の擁壁とし、かつ、その背面に栗石、砂利又は砂利まじり砂で有効に裏込めすること。 

三 前二号に定めるところによっても、がけの状況等によりはらみ出しその他の破壊のおそれ

があるときは、適当な間隔に鉄筋コンクリート造の控え壁を設ける等必要な措置を講ずるこ

と。 

四 擁壁を岩盤に接着して設置する場合を除き、擁壁の全面の根入れの深さは、擁壁の設置さ

れる地盤の土質が、別表第四上欄の第１種又は第２種に該当するものであるときは擁壁の高

さの１００分の１５（その値が３５センチメートルに満たないときは、３５センチメートル）

以上、その他のものであるときは擁壁の高さの１００分の２０（その値が４５センチメート

ルに満たないときは、４５センチメートル）以上とし、かつ、擁壁には、一体の鉄筋コンク

リート造又は無筋コンクリート造で、擁壁のすべり及び沈下に対して安全である基礎を設け

ること。 

 

（建築基準法施行令の準用） 

第９条 第５条の規定により設置する擁壁については、建築基準法施行令第３６条から第３９条 

まで、第５２条（第３項を除く。）、第７２条から第７５条まで及び第７９条の規定を準用する。 

 

（擁壁の水抜穴） 

第１０条 第５条の規定により設置する擁壁には、その裏面の排水を良くするため、壁面の面積

３平方メートル以内ごとに少なくとも１個の内径が７．５センチメートル以上の陶管その他こ

れに類する耐水材料を用いた水抜穴を設け、擁壁の裏面で水抜穴の周辺その他必要な場所には、

砂利等の透水層を設けなければならない。 

 

別表第一（第６条関係） 

土       質 
擁壁を要しない勾配の

上限 

擁壁を要する勾配の

下限 

軟岩（風化の著しいものを除く。） ６０度 ８０度 

風化の著しい岩 ４０度 ５０度 

砂利、真砂土、関東ローム層、硬質粘土

その他これらに類するもの 
３５度 ４５度 
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別表第二（第７条関係） 

土       質 
単位体積重量 

（１立方メートルにつき） 
土 圧 係 数 

砂利又は砂 １．８トン ０．３５ 

砂 質 土 １．７トン ０．４０ 

シルト、粘土又はこれらを多量に含む土 １．６トン ０．５０ 

 

 

別表第三（第７条関係） 

土       質 摩 擦 係 数 

岩、岩屑
せつ

、砂利又は砂 ０．５
   

 

砂 質 土 ０．４ 

シルト、粘土又はこれらを多量に含む土（擁壁の基礎底面から少なくとも、

15 センチメートルまでの深さの土を砂利又は砂に置き換えた場合に限る。） 

０．３ 

 

 

別表第四（第８条関係） 

土   質 
擁 壁 

勾   配 高   さ 下端部の厚さ 

第

１

種 

 

 

岩、岩屑
せつ

、砂利又

は砂利まじり砂 

70 度を超え 75度以下 
2 ﾒｰﾄﾙ以下 40 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 50 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

65 度を超え 70度以下 

2 ﾒｰﾄﾙ以下 40 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 45 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

3 ﾒｰﾄﾙを超え 4 ﾒｰﾄﾙ以下 50 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

65 度以下 

3 ﾒｰﾄﾙ以下 40 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

3 ﾒｰﾄﾙを超え 4 ﾒｰﾄﾙ以下 45 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

4 ﾒｰﾄﾙを超え 5 ﾒｰﾄﾙ以下 60 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

第

２

種 

真砂土、関東ロー

ム、硬質粘土その

他これらに類す

るもの 

70 度を超え 75度以下 
2 ﾒｰﾄﾙ以下 50 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 70 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

65 度を超え 70度以下 

2 ﾒｰﾄﾙ以下 45 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 60 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

3 ﾒｰﾄﾙを超え 4 ﾒｰﾄﾙ以下 75 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

65 度以下 

2 ﾒｰﾄﾙ以下 40 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 50 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

3 ﾒｰﾄﾙを超え 4 ﾒｰﾄﾙ以下 65 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

4 ﾒｰﾄﾙを超え 5 ﾒｰﾄﾙ以下 80 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

第

３

種 

その他の土質 

70 度を超え 75度以下 
2 ﾒｰﾄﾙ以下 85 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 90 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

65 度を超え 70度以下 

2 ﾒｰﾄﾙ以下 75 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 85 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

3 ﾒｰﾄﾙを超え 4 ﾒｰﾄﾙ以下 105 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上 

65 度以下 

2 ﾒｰﾄﾙ以下 70 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

2 ﾒｰﾄﾙを超え 3 ﾒｰﾄﾙ以下 80 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

3 ﾒｰﾄﾙを超え 4 ﾒｰﾄﾙ以下 95 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 以上 

4 ﾒｰﾄﾙを超え 5 ﾒｰﾄﾙ以下 120 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上 

 


